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日中の比較によるピリーフ母システムと学校適応に関する研究

況洪＊

要約

本研究では，日本と中国の高校生，大学生のピリーフ。システムの文化差，および学

校適応に及ぼす影響について検討した。その結果，日本人学生より中国人学生の方が強

いイラショナル＠ピリーフを持っていることが明らかになった。これは，中国の一人っ

子政策，および学問，倫理観を重視する儒教が及ぼした結果と考えられる。また，日中

に共通して，イラショナル＠ビリーフが強いと外的適応をしているが，情緒は不安定で

ある結果が得られた。一方，中国人学生の方が日本人学生に比べ得点が高く，適応感が

高い結果が得られた。これは日本人が「枠」に拘り，中国人は r面子j に拘ることと関

連があると思われる。

キーワード：ピリーフ＠システム，学校適応，異文化

I はじめに

世界がグローパルになるにつれて，来日

する外国人留学生，児童，生徒数が年々増

えてきている。毘本の文部省が発表した平

成10年5月1日現在の「留学生受け入れの

概況」によると，留学生総数は51,298人で

あり，その中に中国本土からの留学生は

22, 810人， 44.4%でトップを占めている。

留学生急増に伴い，在日外国人留学生の適

応問題が注目されるようになってきた。

困難な課題を抱えている留学生の異文化

適応には多くの問題が存在しているが，そ

の適応プロセスにおいて避けられないカル

チャー＠ショックは次の三種に大別できる。

①他文化の論理的理解に失敗したときに受

けるショック，②自分を理解させることに

ついて失敗したときに受けるショック，③

＊ 広島市立大学園捺学部

それまで正常だと考えてきた規範の妥当性

に疑いを抱くような事態，つまり既知の体

系の崩壊に出会った時に受けるショックで

ある（長島， 1973）。従って異文化適応と

は，まず自他の違いに気づき，そしてその

違いを受け入れ，さらに自他を融合してい

くプロセスである。

一方，論理療法（Rational Emotion 

Behavior Therpy）はAlbertEllisによっ

て創始され，個人の問題を最小限にするた

めに，認知，感情，行動面への積極的な介

入を試みる認知行動療法である。論理療法

では，結果である不適応行動，神経症的行

動の原因は偲人の受け取り方（ピリーフ＠

システム， BeliefSystem）にあると考え，

それらの非論理的＠非合理的な信条で不適

応行動を引き起こす受け取り方をイラショ

ナル＠ピリーフ（IrraionalBelief，以下

IrBと略す）という。論理療法の焦点、は，

偲人のイラショナル＠ビリーフを発見し，

修正し，論理的な考え方ができるように援
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助することである。つまり，論理療法では，

個人の考えを変えれば自己変革につながり，

悩みを軽減するのに役立つと考えるのであ

る。

また日本においては，学校不適応に関す

る研究が盛んに行われており， 1995年度か

ら文部省はスクールカウンセラー活用調査

研究委託事業として学校教育現場へ心理臨

床を導入するに歪っている。学校不適応は，

理論的には，学校の生活時間や生活の決ま

りへの不適応，学習不適応，友人や教師と

の人間関係の上での不適応などに分けるこ

とができる。また，心理臨床的には，これ

らの結果，生じる問題行動として不登校ヲ

繊黙，いじめ，校内暴力などに分別できる

とされる（佐藤， 1989）。

日目的

本研究では，これまでの研究の流れの一

つである論理療法と結びつけ，日本人高校

生，大学生と中国人高校生，大学生が持っ

ているビリーフ＠システムの特徴，および

学校適応に及ぼす影響を明らかにすること

を目的とする。次に，本研究結果が日本に

在駐する中国人留学生の異文化適応を果た

すのに有効となるための基礎資料として今

後の検討事項の一助としたい。

III 研究方法

1 .震関紙の構成と尺度項目の選定

質問紙はブエースシート（性別，年齢の

記述を求める）と以下の2つの尺度より構

成した。

①イラショナル＠ピリーフ尺度40項目

吉（1999）はEllisが提唱する 3種類の

IrB，つまりIrBが向けられる対象によっ

てヲ自己＠他者＠状況に関する 3種類があ

ることを念頭に置きラ中国人留学生用のイ

ラショナル＠ビリーフ＠テスト50項目（中

国版）を作成した。自己に関するIrBの項

目は，「私は」という主語で始めた。他者

に関するIrBの項目は， r友人はJ などの

主語で始めた。状況に関するIrBの項目は，

出来事を表す言葉を主語として用いた。ま

た，ビリーフのみを測定し，感情や，行動

は含まないように，各項目は「ねばならな

い」（中国語版に「必須」）や「べきである

（中国語版に「臆該」）で終わるようにし

た。さらに， rいつも」や r決して」や

「どんなときでも」などを付け加えること

によって，論理療法が指している強い非論

理的な思いこみを表現することを図った。

一方，中国人留学生として，初めて日本と

いう異国，異文化に直面するときに持つ可

能性のある非論理的な思いこみの項目を削

除した。例えば， r周りは日本語で不自由

をしている自分にいつも親切にしてくれる

べきだJ や，「私は日本での生活にはやく

慣れなければならないJや， γ私は留学の

成果を上げなければならなしりや，「私は

日本で生活していく上で，国籍によって差

別されるべきではない」などの10項目であ

る。

イラショナル＠ビリーフ尺度項目の右側

に，質問項目のピリーフ内容が，達成され

なかった場合に起こる否定的な感情の喚起

度を問う質問を付け加えた。

②適応感尺度32項自

環境に対する適応あるいは適応的行動の

側面じ自己の内面的あるいは人格的適応

感という 2側面で適応を捉えることが重要

である。鈴木（1995）は「外的（環境へ

の）適応j は，現代社会の青年の状況を巧

みに処理する能力を反映すると考え，「内

的適応J は昌己の内面的な自我感情や情緒，

自己評価であることを考慮して適応尺度の

開発を試みた。本研究はラ鈴木が外的適応、

を行動に対する認知という側面から，内的

適応を充実感，疎外感を中心に検討を行っ

て作成した適応尺度を用いるが，日本の高

校生＠大学生，及び中国の高校生＠大学生

に適した表現にして適応感尺度とした。な
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るべく青年をとりまく環境，自己の内面的

な動きなどに対する彼らの主観的評価＠情

緒的反応の形でとらえたいと意図したこと

から，尺度名は「適応感尺度」とした。

①および②の計72項目はすべて 6段階評

定で実施した。日本語で作成した質問紙を

中国語に翻訳し，バックトランスレーショ

ンによりもとの日本語版との表現の違いや

翻訳ミスのチェックを行った。

2 .調査の実施

調査時期：平成8年9月から平成8年12月

まで約4ヶ月間に実施した。

調査対象：北海道，愛知県，神奈川県のE

本人高校生（平均年齢16.1歳，男子264名，

女子305名）計569名。東京都，神奈川県，

愛知県，京都府の日本人大学生（平均年齢

19. 7歳，男子154名，女子202名）計356名。

北京市，西安市，蘇州市の中国人高校生

（平均年齢16.7歳，男子259名，女子225

名）計484名。北京市，西安市，南京市，

蘇州市の中国人大学生（平均年齢20.5歳，

男子232名，女子219名）計451名。なお，

調査は無記名で行った。今回の分析では，

高校生，大学生合計1860名（男子909名，

女子951名）のデータを用いた。統計処理

は統計パッケージソフトSASによって行

われた。

IV 結果及び考察

1 .尺度の検討

まず，民本人高校生＠大学生，中国人高

校生＠大学生におけるイラショナル＠ピリ

ーフ＠テストの得点、を因子分析した結果，

因子負荷量から見て不適切な項目を削除す

ることによって尺度の確定を行った。日本

人高校生は 1項目が削除され， 39項目を使

用した。日本人大学生の場合は削除項呂は

なし， 40項目のままで使われた。中国人高

校生は10項目が削除され， 30項目を使用し

た。中国人大学生は8項目が削除され， 32

項目を使用した。

次に，日本人高校生＠大学生，中国人高

校生＠大学生における適応感尺度の得点を

因子分析した結果，因子負荷量から見て不

適切な項目を削除することによって尺度の

確定を行った。日本人高校生は4項臣が削

除され， 28項目を使用した。日本人大学生

は2項目が削除され， 30項目を使用した。

中国人高校生と大学生はともに 4項目が削

除され， 28項目を使用した。

さらに，イラショナル＠ピリーフ＠テス

ト全体及び因子ごとの，日本人学生，中国

入学生をそれぞれに，内的整合性を検討す

るために伺系数を求めた。 TableI内に示

したとおり，日本人高校生，大学生はそれぞ

れ.82～. 83, • 81～. 83であり，中国人高校

生＠大学生はそれぞれ.75～. 78, • 76～. 79 

であった。適応感尺度全体及び因子ごとの，

Table 1 イラショナlレ・ピリ｝ブ・テストの因子分析結果及び
信頼性係数

高日本校人生
日本人 中国人 中国人

IrB 大学生 高校生 大学生
0.82 0.81 o. 75 o. 76 

第1因子 自己 他者・状況 他者・状況
他者・状況

0.83 0.81 o. 78 o. 77 

他者・状況 自己
倫理・自己 他からの

第2因子 理想 期待
0.83 0.82 o. 77 o. 79 
倫理観 倫理観

飽からの 論理理・想自己
第3因子 期待

0.83 0.83 o. 77 o. 78 
累積寄与率 44.2% 39.3% 32.6% 35.2% 

何事p<.01，事p<.05，十p<.1,ns有意差なし）

Table 2 適応尺度の因子分析結果及び信頼性係数

高日本校人生
日本人 中国人

大中学国人生IrB 大学生 高校生
0.86 0.85 o. 75 o. 74 
情緒安定 情緒安定

学校に対する
情緒安定

第l因子 首定的態産・学業
0.89 0.87 o. 79 o. 79 

第2因子 自己肯定感 自己肯定感
情緒安定 自己肯定感

0.86 0.85 o. 76 o. 76 
学設に対する 学校lこ対する

自己肯定感
学校に対する

第3因子 者定0的．器8産5・学業 首定約態震・学業 首定的態度・学業
0.84 
o. 74 o. 76 

累積寄与率 41.3% 41.0% 34.2% 38.5% 

（＊事p<.01，本p<.05，÷P<. l,ns有意差なし）
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日本人学生，中国入学生をそれぞれに，内

的整合性を検討するためにα係数を求めたo

Table 2内に示したとおり，日本人高校生

＠大学生はそれぞれ.85～. 89, • 84～. 87で
あり，中国人高校生＠大学生はともに.74 

～. 79であった。

2. lrB尺慶と適応感尺度の因子分析

IrB尺度について，共通性1.0，間有値

1. 0以上という基準で因子抽出を打ち切る

主因子法を用い，日本人高校生＠大学生，

中国人高校生＠大学生を対象別に因子分析

を行った。 Varimax回転後，固有値の変

動状況，各学年段階に共通して統計的な意

味，因子の解釈のしやすさなどを考慮、して，

理論的観点から検討した結果，本調査では

それぞれ3因子が抽出された。因子分析の

累積寄与率は32.6%～44.2%であった。

日本人高校生と大学生の3因子構造，そ

して中国人高校生と大学生の3因子構造は

ほぼ同様であった。日本人学生は「他者＠

状況J，「自己J, r倫理観j に関するIrBの

3因子が得られた。この因子構造は吉

(1999）が在日中国人留学生を対象に行っ

た調査結果と同様である。つまり，「倫理

観J は「自己J, r他者J，γ状況」に関する

項目と考えられたものから倫理に関連する

ピリーフが独立した形となったのである。

また9 中国人学生は「他者＠状況J，「他か

らの期待J，「倫理＠自己理想J に関する

Ir己の3因子が得られた。この因子構造に

ついては，「倫理観J は「自己J，「他者J,

r 状況」に関する項目と考えられたものか

ら倫理に関連するピリーフがまとまり，

f自己理想」と一緒になって因子を構成し

た。この結果を松村（1991）の報告する因

子構造と照らし合わせてみると，「岳己理

想＠倫理観J は松村の γ自己期待J, r倫理

的非難」と，「他者＠状況」は松村の「依

存J，γ協調主義」と対応することができる。

これらの結果から，本研究で用いるイラ

ショナノレ＠ピリーフ。テストはEllisの提

唱する「自己J，「他者j，「状況」の3種類

のイラショナル＠ビリーフ（石隈， 1989)

の発展型としてとらえることができた。こ

れらのことから，このテストの構成概念的

妥当性が支持されたと言える。

適応、感尺度については，実施された32項

目に対してIrB尺度と同様な主因子法を用

いて因子分析を行った。 Varimax回転後，

固有値の変動状況，各学年段階に共通して

統計的な意味などを考慮、して，本調査では

それぞれ3因子が抽出された。因子分析の

累積寄与率は34.2%～41.3%であった。日

本人高校生，大学生も中国人高校生，大学

生も同様な3因子構造が得られた。第1因

子は γ私は最近寂しくなることがよくあ

るJ，「私は最近感情の変化が激しいh 「私

は小さなことでもすぐカットなるJ などの

反転項目からなり，「情緒安定J因子と命

名された。第2因子は「私は自分の生き方

に岳信が持てるj，γ自分の生き方は自分で

決めることができる」などの項目からなり，

「自己肯定感J 因子と命名された。第3因

は「私はこの学校が大変貯きであるJ,

r私は授業に集中することができる」のよ

うな学校に対する感情，学業に対する考え

などの項目からなり、「学校肯定感＠学

業」因子と命名された。「情緒安定J，「自

己需定感j は，内的適応項目であり， γ学

校に対する肯定的態度h 「学業J は外的適

応項目である。本適応感尺度により，適応

の内的，外的側面が検討されたのである。

3 .達成されなかった場合の否定的な感情

の喚起

イラショナル＠ピリーフが達成されなか

った場合の否定的感情の喚起度への回答は，

最も強く感じる時を 6＇全く感じない場合

を1として，願次数値化した。従って，本

尺度は得点、が高いほど，そのビリーフが達

成されなかった場合の否定的感情が強く喚

起されることを示す。

イラショナル＠ピリーフ＠テストと否定
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的な感情の喚起度の相関分析を行った結果，

日本人学生，および中国入学生とも，尺度

全体の間に有意な正の相関が得られた。日

本人高校生，大学生においては，それぞれ

r=. 754 (pく.01),r=. 721 (p<.01）と

高い棺関であった。また，中国人高校生，

大学生においては，それぞれr=.769 (p 

<. 01), rニ.781 (p<. 01）と向じく高い

相関が得られた。イラショナノレ＠ピリーフ

は，結果として不安，怒りや抑うつなどの

否定的な感情を喚起させるピリーフである

ことがこの結果によって確認できたと考え

られる。さらに，これらのビリーフは，否

定的な感情を誘発するイラショナノレ＠ビリ

フ＠テストとして捉えることができ，本

調査に用いられたイラショナル＠ピリーフ

＠テストの妥当性が確認できたのである。

4. 日本人高校生事大学生のlrBと適応の

関連

日本人高校生についてみると，イラショ

ナル＠ビリーフ＠テストと適応感尺度の相

関分析を行った結果，尺度全体の間に有意

な相関が得られなかった（Table3）。こ

れは適応感尺度とイラショナル＠ピリーフ

＠テストの各因子関での相関が正の相関と

負の相関が混在しているため，全体として

無相関となったのである。 IrBの各因子は

情緒安定因子との関には低い負の相関が得

られた（rニー.287, p<. 01）。つまり， IrB

が強いと，情緒的に不安定になると言える。

また， IrBの各国子は，学校に対する肯定

的な態度＠学業因子との間には低い正の相

Table 3 日本人高校生のイラショナル・ピリーフと適応の関連

適 応 尺 度

IrB 
I t青緒安定 肯告定己感 学・校学肯業定 ｜｜ ム口乱則品占

他者・状況 -0.266** 0.190材 o. 219材 0. 001 ns 
自己 -0.238料 0.087* o. 343•• O. 001 ns 

倫理観 -0.242** O. 057 ns 0.177** -0. 068 ns 

合計点 -0.287** 0.137** 0,290 

（キ＊p<.Ol，本p<.05, tp<, l,ns有意差なし）

関が得られた（r=.290, p<. 01）。すなわ

ち， IrBが強いと，自己肯定感が高く，学

業に対しても適応が高いと言える。

そして，日本人大学生について述べる。

吉本人高校生の結果と似ているように，イ

ラショナル＠ピリーフ＠テストと適応感尺

度との聞においては，尺度全体に有意な棺

関が得られなかった（Table4）。これも

尺度の各因子関での相関が正の相関と負の

相関が混在しているため，全体として無相

関となったのである。 IrBの各因子は情緒

安定因子との関には低い負の相関が得られ

た（r=-.231, p<. 01）。

Table 4 日本人大学生のイラショナル・ピリーフと適応の関連

適 応 尺 度

IrB 
｜需緒安定 肯自定己感 学・校学肯業定 合計点

｛直者・状況 -0.163料 0.134* 0.133* 0. 012 ns 

自己 -0.265** -0.056 ns 0.173** -0.068 ns 

論理観 -0.118本 0. 052 ns o. 087+ -0. 015 ns 
合計点 -0.231** 0.105* 0.166* -0. 029 ns 

（本＊P<.01，本p<.05,+ P <. l,ns有意差なし）

5 .中国人高校生事大学生のlrBと適応の

関連

まず，中国人高校生についてみると，イ

ラショナル＠ピリーフ＠テストと適応感尺

度の相関分析を行った結果，尺度全体の聞

に有意な正の相関が得られた（Table5) o 

IrBの各因子は情緒安定因子との間には無

相関であり，自己肯定感，学校肯定感＠学

業因子との間には低い正の棺関が得られた

(r=. 228, rニ.300,p<.01）。つまり，IrB

Table 5 中間人高校生のイラショナル・ビリーフと適応の関連

適 応 尺 度

IrB 学校肯定
情緒安定 自己肯定感

・学業
合計点

他者・状況 -0. 026 ns 0.189材 I 0.252** 0.132本

地からの期待 -0. 090* 0.187** o. 211 ** 0. 059 ns 
論理・自己理想 0.123+ 0.142* 0.298** o. 232料
合計点 -0.046 ns 0.228材 0.300** 0.138* 

（牢串p<.01，本p<.05,tp<.l,ns有意差なし）
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が強いと，自己肯定感が高く，学業に対し

ても適応が高いと言える。

次に，中国人大学生について述べる。中

国人高校生の結果と似ているように，イラ

ショナル＠ビリーフ＠テストと適応感尺度

の相関分析を行った結果，尺度全体の間に

有意な正の相関が得られ，そして情緒安定

国子との関では無棺関である（Table6）。

だ、が， IrBの各因子は自己肯定感因子，学

校肯定感＠学業因子とは，低い正の相関が

得られた（r=.173,r=. 203, p<. 01）。
Table 6 中昌人大学生のイラショナル・ピリーフと適応の関連

適 応 尺 度

IrB 
情緒安定 自己肯定感 学・校学肯業定 合計点

地者・状況 0. 031 ns o. 228** o. 267** 0.195** 
飽からの期待 -0.146紳 O. 069 ns 0. 076 ns -0. 027 ns 

論理・自己理想 O. 003 ns 0.148** 0.183** 0.120キ

合計点 -0. 065 ns 0.173** 0.203** 0.100* 

（事事p<.01，牢p<.05, tp<. l, ns有意差なし）

この様に，日本人高校生と日本人大学生，

そして中国人高校生と中国人大学生では，

IrB全体，および各因子と適応全体，および

各因子との関係においでほぼ一致していた。

また，イラショナル eビリーフ＠テスト

の3因子が，適応感尺度の各因子をどの程

度予測しうるかを調べるため， 3因子各々

の得点を説明変数，適応感尺度の各国子の

得点、を目的変数として日本人高校生，大学

生，および中国人高校生，大学生にそれぞ

れ重回帰分析を行った（Table7, Table 8）。

Table 7 日本人学生のイラショナル・ピリーブ・テストの3因子を説
明変数、適応尺度3因子を巨的変数とする重自帰分析（標
準舗回滞係数）

他者・状況自己 倫理観説明率R2)

中国人情緒安定一.117十一.1日十一.093+ .083 
高校生自己肯定一.022* . 271十一.133十 .050 

学校肯定
.405十 . 032十一.033十 .118 ．学業

中国人構緒安定一.350+ . 008十一.005十 . 070 
大学生自弓肯定一.040+ .171十一.014+ . 020 

学校肯定
学業 ・141+ .039+ .002十 .031

（＊牢p<.01，本p<.05, tp<. l, ns有意差なし）

Table 8 中菌入学生のイラショナル・ピリ｝ブ・テストの3菌子を説
明変数、適応尺産3因子を自的変数とする重田掃分析（標
準偏回帰保数）

他者・状況 他からの倫理・自己説明翠R2)
期待 理想

中国人情緒安定 .155+ .130十 . 038* • 055 
高校生 自己肯定 .162+ .080’ .1部傘 .115 

学校肯定
一.064+-.206十 .219+ .040 ．学業

中国人情緒安定 .149+ -.284十 ,067+ .037 
大学生 自己肯定 . 241十一.081+ • 076+ • 060 

学校肯定 • 268十一.102十，09ア .085 ．学業

（牢＊P<.01，事p<.O弘tp<.l, ns膚意差なし）

その結果，日本人高校生は他者＠状況に

関するイラショナノレ＠ピリーフは学校肯定

感，学業に対して影響力を持つことが明ら

かになった。つまり，他者＠状況に関する

イラショナル＠ビリーフが強いと，学校肯

定感が高く，学業に対しても適応が高い結

果が得られた。日本人大学生においては，

他者＠状況に関するイラショナル＠ビリー

フは情緒の安定に影響力を持つことが明ら

かになった。つまり，他者＠状況に関する

イラショナル＠ピリーフが強いじ情緒が

不安定になる結果が得られたのである。

中国人高校生の場合は，倫理＠自己理想、

に関するイラショナノレ＠ピリーフは学校肯

定感，学業に対して影響を及ぼしている結

果が得られた。つまり，倫理＠自己理想、に

関するイラショナル＠ピリーフが強いと，

学校肯定感が高く，学業に対しても適応、が

高いことが明らかになった。中国人大学生

においては，他者＠状況に関するイラショ

ナル＠ピリーフが学校肯定感＠学業に対し

て影響を及ぼしていることが明らかになっ

た。すなわち，他者＠状況に関するイラシ

ョナル＠ピリーフが強いと，学校肯定感が

強く，学業に対して適応している結果が得

られたのである。

以上の結果をまとめると，つまりイラシ

ョナノレ＠ピリーフが強いと，外的適応をし

ていた。しかしながら，一方で，イラショ

ナノレ＠ピリーフが強いと，情緒は不安定で

あった。適応を外的適応のみではなく，内
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的適応も併せた 2側面を捉えることで，イ

ラショナル＠ピリーフを持っていることが

外面的行動に対する認知では適応している

が，内的適応としての感情面では不安定で

あることが示唆された。すなわち，イラシ

ョナル＠ピリーフが強くて，外的に適応し

ていても，内的不適応感を抱く可能性が示

唆されたといえる。 Ellisは自らの臨床経

験から，ピリーフシステムと感情の関係に

ついて着自し，論理療法の理論を導き出し

た。今回の研究結果は，イラショナノレ＠ビ

リーフと不適切な感情との関係が， Ellis

の主張と一致する。

また，半田（1994）の高校生を対象とし

た無気力の研究において，イラショナノレ＠

ピリーフと否定的認知とは負の相関である

のに対して，否定的感情（「ひどく失望す

ることがあるJ などの質問項目から構成さ

れる因子）とは正の相関であった。このこ

とは，否定的認知は自己肯定感と認知的側

面に焦点が置かされている点において共通

しており，否定的感情は情緒安定と感情的

側面に焦点、が置かれている点において共通

していると考えられる。従って，無気力感

の研究におけるイラショナノレ＠ピリーフが

強いと肯定的認知をすると同時に否定的感

構を持つという結果は，本研究で得られた

イラショナル＠ピリーフが強いと自己肯定

感が高いが，一方で情緒的には不安定であ

るという結果と一致すると言える。

しかし，ゼリーフは文化的に是認されて

いる理想、や規範であっても，それが温度に

自己に行動を要求し，自己がそのピリーフ

に対して絶対に従わなくてはならないと感

じている場合，情緒面で不適応を起こす可

能性があると考えられる。

6. lrB，適応、感における日中比較

日本人高校生，大学生，および中国人高

校生，大学生を対象に，学校段階別，男女

性別，日中という国別を 3要因とする分散

分析を行った（Table9）。

イラショナル＠ビリーフ＠テスト全体で

は日中差（F=295.06, p<. 05）が見られ
たが，学校段階差，性差は見られなかった。

日中差が見られたイラショナル＠ピリーフ

＠テストでは，中国人学生の方が日本人学

生に比べ得点が高い結果となった。

Ho (1992）は「中国人（台湾，中国本

土）大学生の（子どもの）養育態度に対す

る認知，および認知とイラショナル＠ビリ

ーフとの関連J について，研究を行った。

その研究によると，台湾出身者のイラショ

ナル＠ビリーフは，本土出身者のより有意

に低いことを示していた（pく.001）。ま

た，鈴木（1997）は，児童生徒の学校スト

レスについて日韓比較調査を行った結果，

韓国の生徒は日本に比べて，心理的ストレ

Table 9 イラショナル・ピリーフ・テスト、および適応感得点、の平均，標準偏差および分散分析

分散分析

日本人高校生 日本人大学生 中国人高校生 中国人大学生
学校段階 国別 性差 交互作用

男子女子男子女子男子女子男子女子

イラショナlいビリ 3. 51 3,57 3,58 3,65 4.14 4,25 4,08 4,02 O. 78 ns 295, 06* * 1 98 ns 2. 05 ns 

｝フ・テスト全体 (0. 91) (0. 72) (0. 70) (0. 67) (0. 54) (0. 49) (0. 61) (0. 54) 

適応全体得点 3. 69 3. 62 3. 87 3. 96 4. 36 4. 49 4. 17 4. 17 0. 08 ns 325. 64＊本 1 26 ns 5. 21 * 

(0. 60) (0. 64) (0. 63) (0. 64) (0. 53) (0. 53) (0. 55) (0. 59) 

「情緒安定」 3. 76 3. 49 3. 82 3. 84 3. 91 4. 13 4. 00 4. 13 7. 65* * 48.97** O. 33 ns 4. 33* 

得点 (1. 07) (0. 98) (1, 09) (1, 05) (0. 86) (0. 84) (0. 90) (0. 84) 

「自己肯定」 4. 00 4. 06 4. 24 4. 34 4. 97 4. 93 4. 82 4. 69 O. 87 ns 383. 72* * O. 02 ns O. 77 ns 

得点 (0. 82) (0. 78) (0. 80) (0. 76) (0. 72) (0. 63) (0. 66) (0. 73) 

「学校肯定・学業」 3. 03 3. 08 3. 63 3.81 4. 31 4. 40 3. 88 3. 81 3.82+ 318. 78* * 2. 47 ns 3.47十

得点 (1.10) (1. 08) (0. 77) (0. 78) (0. 68) (0. 65) (0. 66) 

(* *P<.01, *P<.05, +p<.1,ns有意差なし）
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ス状態、や学校不適応が高い傾向にあること

が明らかになった。また，韓国の生徒は日

本の生徒に比べて不合理的信念，つまりイ

ラショナル＠ビリーフが高い傾向にあるこ

と，そしてイラショナノレ＠ピリーフが心理

的ストレス状態や学校不適応感に強い影響

を及ぼしていることが調査結果として得ら

れたのである。

本研究の結果は， Hoと鈴木の研究結果

と一致する部分があり，現代中国社会の特

徴を端的に表すものであると思われる0

1978年中国政府が一人っ子政策を打ち出し

て以来，現在一人っ子は98%にも上ると言

われている。つまり，本研究の調査対象と

なった高校生，大学生のほとんどが一人っ

子である。張（1997）が行った日中の比較

研究によると，中国においては一人っ子に

与えようとする愛情は過多で、あるため，日

本人の子どもと比ベヲ中間の子どもの方が

わがままで，依帯性と劣等感が強く，自制

力の低い性格が形成される。

また，儒教思想は紀元前2世紀に中国の

正統思想として地位を確立されて以来，儒

教の思想体系，道徳規準，行為規範は一般

的な社会生活における倫理としての機能を

持ち，中国社会の各方面に浸透し，中国人

の思考様式と行動様式に影響してきた（高

田， 1994）。さらに，一人っ子らは一家の

望みを一身に背負い，厳しい競争の中で生

き残るために，彼らは常に自ら努力し続け

ることが要求されている。

従って，中国入学生は，他者ヲ状況，倫

理観，および自己などに関するイラショナ

ル＠ピリーフが日本人より強い結果が得ら

れたのではないかと考えられる。

一方，適応感尺度全体（F= 325. 64, p 
<. 01），および3因子においても日中差が
見られた。つまり，中国入学生の方が日本

人学生に比べ得点が高く，適応感が高い結

果が得られた。因子毎に詳しく見ていくと，

情緒安定因子においては，性差が見られな

かったが，学校段階差（F=7.65, pく.01)' 

日中差（F=48. 97, p <. 01）が見られた
のである。つまり，大学生の方が高校生に

比べ，中国入学生の方が日本人学生に比べ

得点、が高く，情緒が安定している結果が得

られた。また，自己肯定感因子，学校肯定

感＠学業因子においても，日中差が見られ

た（F=383.72ヲp<.01）。つまり，中国

入学生の方が日本人学生より得点、が高く，

自己肯定感，学校肯定感が高く，学業に対

して適応している結果が得られたのである。

司本人と中国人とでは，対人関係の持ち

方に違いがあり，日本人は「枠J に，そして

中国人は「面子」に拘る（吉＠酒木， 1999）。

日本人の伝統的な「人並みJ f一人前J と

いう子どもへの養育態度も「枠j の考え方

と関連しているように思われる。中国入学

生は常に織烈な競争に直面させられている

のと比ベヲ日本人学生にとっては，周りの

環境に馴染むかどうかが主な適応課題であ

る。従って，日本人学生のこのようなのん

びりとした就学態度が許容されている。中

国人は対人関係においては，あくまで「面

子」を重要視しているため，総じて明るく

振る舞っているが，容易に感情を外に向か

つて発散させることは困難である。つまり，

中国人は感情の変化，不安になる，よく眠

れないといった情緒の不安定として表出す

るというよりは，心身症という形で表して

いるのではないかと忠われる。

V 結論

日本と中国の高校生ヲ大学生のピリーフ

＠システムの文化差，および学校適応に及

ぽす影響について検討した結果は以下の通

りである。

①日本人学生より中国入学生の方が強い

イラショナル＠ピリーフを持っている。

②日中に共通して，イラショナル＠ビリ

ーフが強いと外的適応をしているが，情緒

は不安定である。

③中国入学生の方が自本人学生に比べ得
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点、が高く，適応感が高い。

VI 今後の課題

まず，高校生と大学生に共通した尺度を

用いての量的比較の限界が挙げられる。今

回は，高校，大学に共通する尺度を使用し，

量的にその比較を試みたものである。イラ

ショナル＠ビリーフ・テストにおいては，

日本人高校生と日本人大学生，中国人高校

生と中国人大学生，そして適応感尺度にお

いては，すべての被験者はほぼ間ーの因子

構造と見なして分析を行ったことに問題が

あったと考えられる。高校と大学，日本人

と中国人の因子構造の質的な違いについて

は，今後の課題じしたい。

次に，イラショナル＠ピリーフ＠テスト

については，今回達成できなかった場合の

感情喚起をピリーフと併せて調査したが，

不適切な感情の質的な棺違にも着目する必

要があると考えられた。また，イラショナ

ル・ピリーフ＠テストの項目の言葉遣いに

関しては，絶対的表現である英語のmust,

shouldを「べきであるJ「なければならな

い」の訳を使用した尺度を調査に用いた。

主語を明確にしたことによって r対象への

志向性Jが含まれた文章記述を試みたが，

絶対的なピリーフの中でも「志向性をもた

ないピリーフJ，すなわち問題回避や，無

責任などについては検討されなかったので

ある。しかし，これらの問題は不適応の中

で深刻な問題である。そのため，より包括

的な「絶対的must」を検討する必要が示

唆された。その擦には，言語表現として

「断定」，例えば「であるJ「絶対そうだJ

「～に決まっている」などの表現を使用し

たビリーフを考慮、に入れたさらなる検討が

必要である。

さらに，適応感尺度については，本研究

は内的適応，外的適応という 2側面から検

討することを試みた。中国人の特有な「面

子」に拘る対人関係の持ち方を念頭に置き，

情緒の安定，自己肯定感などの精神面から

のみならず身体面も考慮に入れて検討して

いく必要があると考えられる。
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ABSTRACT 

A Cross凶culturalStudy on Belief System and School Adjustment 

by a Comparison Between Japan and China 

Yuanhong JI 

In the present study, we investigated the culture difference of belief system be” 

tween Japan and China’s high school and university students and its influence upon 

school adjustment. We make clear a fact from the results that the irrational belief of 

Chinese students is stonger than that of Japanese students. This can be considered due 

to China’s one-child policy and the Confucianism, which stresses knowledge and ethics. 

We come to a conclusion, which is common in both Japan and China, that the strong 

irrational belief leads to strong external ajustment ability but causes emotional insta欄

bility. Moreover, in comparason with Japanese students, Chinese students have a 

higher scores in adjustment scale. The result can be thought to be related to the fact 

that Japanese stick to 'waku' while Chinese stick to 'Manziヘ

Keywards : Beilef System, School Adjustment, Cross”cultural 


